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特
別
記
事
：
令
和
七
年
度
慶
應
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

戦
後
八
〇
年

　

二
〇
二
五
年
六
月
二
八
日
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ

ス
東
館
ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
七
年
度
慶
應
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
た
。
本
稿
は
、
本
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お

け
る
問
題
提
起
と
コ
メ
ン
ト
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

〇
司
会
よ
り

　

今
年
度
の
慶
應
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
戦
後
八
〇
年
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
司
会
を
担
当
し
ま
す
法
学
部

の
奥
健
太
郎
と
申
し
ま
す
。

　
「
戦
後
八
〇
年
」
と
聞
く
と
、
多
く
の
皆
様
は
「
八
月
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
認
識
問
題
を
思
い
浮
か
べ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
そ
れ
と
は

趣
を
異
に
し
て
い
ま
す
。
政
治
学
や
法
学
と
い
っ
た
各
研
究
分

野
に
お
い
て
、
戦
後
八
〇
年
と
い
う
時
間
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

戦
後
八
〇
年
の
「
来
し
方
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
、

と
い
う
こ
と
を
議
論
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
特
に
重
要
な
関
心
は
、
い
わ
ば
「
時
期

区
分
論
」
に
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
戦
後
の
ど
の
時
点
で
時

代
の
転
換
点
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
区
分
を
ど
の
よ
う
に
設
定

で
き
る
の
か
と
い
う
点
で
す
。
転
換
点
に
は
必
ず
メ
ル
ク
マ
ー

ル
（
画
期
）
が
存
在
し
、
そ
の
画
期
を
見
極
め
る
こ
と
は
、
当

該
分
野
に
お
け
る
本
質
的
な
変
化
を
理
解
す
る
上
で
不
可
欠
で

す
。
こ
う
し
た
分
析
を
通
じ
て
、
戦
後
八
〇
年
を
学
問
的
に
再

評
価
す
る
意
義
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
法
制
史
の
立
場
か
ら
法
学
部
の
出
口
雄
一

先
生
、
外
交
史
か
ら
法
学
部
の
井
上
正
也
先
生
、
安
全
保
障
政

策
史
の
分
野
か
ら
防
衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
島
信

吾
先
生
を
お
招
き
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
専
門
か
ら
問
題
提
起
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
法

学
部
の
片
山
杜
秀
先
生
、
東
京
大
学
の
彦
谷
貴
子
先
生
に
ご
登


